平成27年2月
各　　位

福井県立大学 地域経済研究所
地域経済部門
2014年度　第6回　地域経済研究フォーラムの開催について
　拝啓　早春の候、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、2014年度第6回「地域経済研究フォーラム」を下記のとおり開催致します。参加ご希望の方は、下記に必要事項をご記入の上、ファックス（Fax；0776-61-6017）またはメール（keiken@fpu.ac.jp） にてお申込下さいますようご案内申し上げます。
敬具

記
日時：　平成27年3月17日（火）13：30～15：30（受付開始13：00）
場所：　福井県立大学　地域経済研究所1F　企業交流室
　　　　　　（通常の場所と異なりますので、ご注意ください）

参加料：　無　料

申込先：　地域経済研究所事務局　担当　大山　
ＦＡＸ：　0776-61-6017　　　　　ＴＥＬ：　0776-61-6000　内線6104
Ｅ-mail：　keiken@fpu.ac.jp
--------------------（第6回地域経済研究フォーラム参加申込書）----------------------------
「第6回地域経済研究フォーラム」参加申込書　ＦＡＸ送信先(0776)61-6017
	事業所名
	

	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	住所
	〒

	役職
	
	氏名
	

	Mailｱﾄﾞﾚｽ
	

	役職
	
	氏名
	

	Mailｱﾄﾞﾚｽ
	


※ご記入頂いた内容は主催者からの各種連絡･情報提供のために利用させて頂くことがあります。

内容：　「原子力・エネルギー政策と地域の今後


　　　　　　　　　　－2015年、新たな展開にどう向き合うか－」





講師：　福井県立大学　地域経済研究所　准教授　井上　武史 





概要： エネルギーミックスの具体的な姿や原子力発電所の再稼働・廃炉の判断など、2015年初頭から原子力・エネルギー政策が大きく動き始めている。福井県をはじめ、原子力発電所立地地域も、これらの動向に正面から向き合わなければならない。


フォーラムでは、「シリーズ　原子力発電と地域」と題して2巻の書籍（政策編・財政編）を出版した著者が、その成果を紹介しながら、2015年という停滞から激動への局面変化を迎えるなかで、原子力・エネルギー政策と地域の関係をどのように設計していくべきかを示します。








